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金融実態調査結果
おしえてプロの視点・「65歳超雇用推進助成金」を活用
しませんか？・平成31年度 富山県商工会職員募集
富山県事業引継ぎ支援センター・
平成30年度消費税軽減税率対応等講習会開催予定

「働き方」が変わります！！・安心・安全な職場づくり
元気とやまきときとトピックス・ハロートレーニング
10月イベント情報
ひかる技術かがやき企業「㈲Care Rise」

1

発行日 ● 平成30年９月１日（毎月１回１日発行） 
定　価 ● 一部50円
　　　　　  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

発　行 ● 富山県商工会連合会（責任者／石澤義文）
　　　　　　〒930-0855　富山市赤江町1-7
　　　　　　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　　　　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp  

　チームワークが与えてくれる感動がある限り野球とい
うスポーツは1000年経っても続いていくでしょうと和や
かに語ってくれた池田代表。統計によると高校野球の競
技人口は毎年増え続けているという。取材時に工場見
学へ訪れていた地元の小学生たちは目を輝かせながら
バットのできあがる工程を見つめていた。地域の繋がり
が大切であると話す代表。職員11名のチームワークで
作られた年間７万本のバットは感動を与えるべく全国へ
出荷されていく。
住所：富山県南砺市法林寺５１８　TEL：０７６３-５２-０４００
営業時間：9：00～16:00　定休日：土・日・祝日
駐車場：5台、大型1台
みどころ：バット製作の過程を見ることができます。
受け入れは１クラス単位（３０名）ほど。竹で作られたバットや、
ゴルフのスイング用バット。ペタンク用のビュットなど、様々
な木製品を取り扱っています。

ふるさと探訪 ニューツーリズム
スポーツ用品製造・販売
株式会社ロンウッド（南砺市）

シリーズ
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金
融
実
態
調
査
結
果

　
県
商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
三
十

年
度
の
中
小
企
業
金
融
実
態
調
査
を

ま
と
め
た
（
調
査
時
点
、
平
成
三
十

年
七
月
）。
調
査
は
商
工
会
地
区
の

会
員
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
、
一
、

〇
五
七
社
よ
り
回
答
が
あ
っ
た
。

前
年
比
で
年
売
上
高
は
や
や
回
復
傾
向
だ
が
、
採
算
面
で
は
横
這
い
だ
っ
た
。
借
入
減
少
と
金
利
低
下
が
続
き
、
金

融
機
関
の
支
援
姿
勢
に
変
化
は
な
い
。
事
業
承
継
で
は
、二
十
六
・
二
％
が
「
後
継
者
は
決
定
・
候
補
は
い
る
」
だ
っ
た
。

<

主
な
調
査
結
果>

●
売
上
は
増
加
傾
向
、
採
算
は
横

這
い

　

こ
こ
一
年
間
の
売
上
高
は
増
加

企
業
が
三
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た

が
、（
表
１
）
採
算
面
で
は
、
黒

字
企
業
も
赤
字
企
業
も
増
加
し
、

横
這
い
だ
っ
た
（
表
２
）。
今
後

の
売
上
見
込
み
で
は
増
加
を
予
想

す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
（
表

３
）。
消
費
税
増
税
の
影
響
で
は
、

「
深
刻
」「
か
な
り
」
の
合
計
で

四
十
九
・
九
％
、「
少
し
」
を
加
え

る
と
八
十
九
・
一
％
だ
っ
た
（
表

４
）。

表1 年間売上高の増減率：％
29年 30年

増加 44.2 47.2
減少 54.6 54.6

　

現
在
の
経
営
課
題
は
表
５
の

通
り
だ
が
、
人
材
の
確
保
・
育
成
、

事
業
承
継
、
設
備
投
資
、
資
金

調
達
・
多
様
化
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用

が
前
年
よ
り
増
加
し
て
い
る
（
表

５
）。

７
）。

　

マ
イ
ナ
ス
金
利
に
よ
る
金
融
機

関
の
姿
勢
の
変
化
で
は
、
積
極
的

が
消
極
的
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
（
表
８
）。
結
果
、
借
入
の
満

表2 採算状況　　　　　：%
29年 30年

黒字 33.8 36.2
赤字 19.3 20.8
収支トントン 45.8 41.7

表 4 消費増税の影響　　：%
30年

深刻 14.6
かなり 35.3
少し 39.2
ない 9.9

表 3 今後の売上見込み　：%
29年 30年

増加 41.5 46.6
減少 56.8 52.2

表 12 制度融資利用
　：%

29年 30年
ある 24.3 23.8
ない 74.7 74.6

表 13 保証協会借入　
：%

29年 30年
ある 17.8 17.8
ない 78.9 77.9

表 5 現在の経営課題　　　　　：%
29年 30年

販売の強化 54.8 54.0
人材の確保・育成 41.4 42.1
経費削減 34.8 33.2
事業承継 19.4 20.4
技術力向上 24.6 20.3
設備投資 19.6 20.2
商品・サービス開発 21.6 19.1
資金調達・多様化 11.4 12.0
ＩＴの活用 8.8 9.8
海外事業展開 0.9 0.6
その他 1.3 0.7

●
金
融
支
援
姿
勢
に
変
化
は
な
い

　

借
入
の
増
減
で
は
「
減
少
」
が

「
増
加
」
を
大
幅
に
上
回
り
減
少

傾
向
が
続
き（
表
６
）、金
利
は「
下

が
っ
た
」
が
「
上
が
っ
た
」
を
上

回
り
、
低
下
が
続
い
て
い
る
（
表

表6 借入の増減　　  　：%
29年 30年

増加 25.1 26.3
減少 48.6 51.8
変わらない 26.0 21.8

表 7 金利の変化　　　　：%
29年 30年

上がった 3.3 2.3
下がった 15.9 12.7
変わらない 79.9 84.4

表 8 マイナス金利による
　　 金融機関の変化 　 ：%

29年 30年
積極的 19.3 20.4
消極的 1.7 2.7
変わらない 77.9 76.3

表 9 借入満足度　　　　　 ：％
29年 30年

非常に満足 45.7 46.5
まあ満足 48.2 47.6
不満 3.3 1.7

足
度
の
「
非
常
に
」
と
「
ま
あ
満

足
」
は
九
十
四
・
一
％
と
高
水
準

だ
っ
た
（
表
９
）。

　

借
入
の
条
件
変
更
で
は
「
容
易
」

と
「
交
渉
次
第
で
な
ん
と
か
な
る
」

の
合
計
が
前
年
比
十
二・五
ポ
イ
ン

ト
増
加
の
七
十
三
％
で
、
金
融
機

関
の
支
援
姿
勢
は
続
い
て
い
る
。

　

今
後
の
借
入
計
画
の
「
あ
る
」

は
横
這
い
だ
が
（
表
10
）、「
設
備

計
画
あ
り
」
は
、
一
・
四
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
て
お
り
、
資
金
需
要
は

強
く
な
い
（
表
11
）。

●
制
度
融
資
の
状
況

　

制
度
融
資
の
利
用
は
や
や
減
少

し
（
表
12
）、
信
用
保
証
協
会
の

利
用
は
横
這
い
だ
っ
た
（
表
13
）。

●
最
近
の
諸
制
度
の
利
用
状
況

・
専
門
家
派
遣
制
度
　
　
　
　

　
「
利
用
し
た
」
や
「
説
明
を
受
け

表11 今後の設備計画　　　 　　　：％
29年 30年

補助金活用して設備 10.8 10.8
補助金活用せず設備 10.0 8.6
金利が低下すれば設備 3.6 4.2
ない 74.2 75.1

表 10 今後の借入計画   　　　　  ：%
29年 30年

ある 21.1 21.3
ない 77.2 77.0

た
い
」
が
増
加
し
て
い
る
（
表
14
）。

・
補
助
金
活
用
状
況

　
「
活
用
し
て
い
る
」
と
「
今
後
申

請
予
定
」
の
合
計
は
二
十
七・二
％

で
前
年
比
二・四
ポ
イ
ン
ト
増
加
と

な
っ
た
（
表
15
）。

表16 後継者対策　　：％
30年

事業承継・廃業必要なし 31.3
事業承継・廃業検討していない 18.5
後継者は決定 17.7
後継者候補がいる 8.5
後継者候補なし 5.7
承継したいができない 3.0
廃業予定 4.2
廃業できない 2.6
廃業、承継検討中 4.3

表 15 補助金の活用　　　　：％
29年 30年

すでに活用している 17.2 18.3
今後、申請予定 7.6 8.9
もっと説明を受けたい 16.9 16.1
計画はない 54.9 54.5

表 14 専門家派遣制度の活用：%
29年 30年

相談をしたい 6.1 6.2
説明を受けたい 6.7 7.5
利用した 5.4 5.8
現在のところ関心はない 76.9 76.8

・
後
継
者
対
策

　

全
体
の
約
半
数
が
事
業
承
継
か

廃
業
を
検
討
し
て
い
る
が
、
う
ち

「
後
継
者
は
決
定
」「
候
補
は
い
る
」

の
合
計
は
二
十
六
・
二
％
だ
っ
た

（
表
16
）。

　

調
査
詳
細
は
富
山
県
商
工
会
連

合
会
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
く
だ
さ
い
。
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外
国
人
の
活
用
に
向
け
て
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

　

家
計
の
消
費
は
低
迷
し
て
い
る
も
の

の
、
企
業
業
績
は
好
調
な
る
数
字
を
示

し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
と
も
相

ま
っ
て
“
人
手
不
足
”
感
は
、
益
々
高

ま
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
日

本
の
企
業
経
営
は
、
戦
後
、「
三
種
の

神
器
」
の
一
つ
に
例
え
ら
れ
た
“
終
身

雇
用
”
に
よ
り
大
き
く
発
展
し
て
き
ま

し
た
こ
と
は
過
言
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
。
昭
和
期
に
お
け
る
、
二
度
の
“
オ

イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
”
も
乗
り
越
え
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
が
、“
バ
ブ
ル
崩
壊
”

以
後
の
“
景
気
の
低
迷
（
失
わ
れ
た
十

年
と
も
二
〇
年
と
も
言
わ
れ
て
い
る

が
？
）”
に
よ
る
、“
非
正
規
社
員
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
・
期
間
雇
用

者　

等
）”
の
急
激
な
る
増
加
、
約
四

割
前
後
に
至
り
、“
終
身
雇
用
”
が
大

き
く
崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ

れ
ば
、
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、“
終
身
雇
用
”
の
崩
壊
現
象
？
は
、

賃
金
カ
ー
ブ
（
年
齢
―
賃
金
曲
線
）
の

歪
化
と
し
て
、
顕
わ
れ
て
き
て
お
り
、

企
業
に
よ
っ
て
は
、
昇
進
・
昇
格
に
も

影
響
を
与
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
“
人
手
不
足
”
を
如
何
に

払
拭
し
て
い
け
れ
る
か
が
、企
業
発
展・

展
開
の
大
き
な
る
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
卒
・
大
卒
の
新
卒
争
奪
競
争
は
、

益
々
激
化
度
を
増
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
新
卒
採
用
に
は
、
大
き
な
問
題
と

し
て
、「
定
着
」
に
関
し
て
の
“
七・五・

三
現
象
（
入
社
三
年
以
内
の
退
職
率
）”

が
あ
り
ま
す
。

・
中
学
卒　

…　

約
七
〇
％
・
高
校
卒

　

…　

約
五
〇
％
・
大
学
卒　

…　

約

三
〇
％

富
山
県
も
御
多
分
に
も
れ
ず
、
同
程
度

に
推
移
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
因

み
に
富
山
県
は
、
入
職
率
は
全
国
的
に

見
て
高
い
の
で
す
が
？　

あ
る
意
味
、

こ
の
“
七・
五・
三
現
象
”
が
、“
終
身

雇
用
”
の
崩
壊
現
象
？
を
招
き
“
非
正

規
社
員
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派

遣
・
期
間
雇
用
者　

等
）”
の
急
激
な

る
増
加
を
招
い
て
い
る
原
因
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今“
人
手
不
足
”を
考
え
る
場
合
、“
人

手
”
を
ひ
と
で
、
じ
ん
ざ
い
に
分
け
て

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
雇
用
を
考
え
る
場
合
、ま
ず
、

次
の
よ
う
な
事
由
に
お
い
て
、
大
き
な

相
違
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
言
語
・
文
化
・
風
土
・
宗

教
・
食
事
等
で
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
、
日
本
に
お
い
て
は
、
外
国

人
を
少
子
高
齢
化
に
よ
る
“
人
数
不
足
”

を
単
純
労
働
者
の
代
替
要
員
と
し
て
所

謂
、
前
記
「
ひ
と
で
」
と
考
え
て
、「
外

国
人
技
能
実
習
制
度
」を
導
入
し
た
。（
今

年
四
月
か
ら
、
最
長
五
年
間
可
能
と
な

り
ま
し
た
。）
か
な
り
の
“
ハ
ー
ド
ル
”

が
受
け
入
れ
企
業
に
課
せ
ら
れ
た
と
は

い
え
、“
長
期
実
習
就
労
”
が
可
能
に
は

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
、
諸
外
国

の
外
国
人
就
労
制
度
に
鑑
み
、
曲
が
り

角
に
来
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

政
府
は
、
新
規
の
就
労
在
留
制
度
資
格

の
検
討
に
入
っ
た
こ
と
も
、
最
近
、
新

聞
記
事
と
し
て
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
ひ
と
で
」
の
み
な
ら
ず
、

「
じ
ん
ざ
い
」
と
し
て
、
外
国
人
を
雇
用

し
て
い
く
時
期
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
実
、
企
業
に
お
い
て
、「
外
国
人
技
能

実
習
制
度
」
の
み
な
ら
ず
「
留
学
生
制

度
」
を
活
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
加

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
外
国
人
留
学
生
は
、

勉
学
以
外
に
週
二
八
時
間
ま
で
就
労
可

能
で
あ
り
、
基
礎
的
研
修
を
兼
ね
る
と

と
も
に
留
学
終
了
後
に
間
断
な
く
正
式

社
員
と
し
て
採
用
し
長
期
就
労
し
て
貰

え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
部
の
企
業
活
用
事
例
と
し
て
、

外
国
人
の
適
性
に
よ
り
、
製
品
製
造
等

に
お
い
て
、
手
先
の
器
用
さ
等
か
ら
、・

日
本
人
は
、
時
間
当
た
り
五
個
作
成
・

外
国
人
は
、
時
間
当
た
り
十
個
作
成
出

来
て
い
る
企
業
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

六
月
二
七
日
の
安
倍
総
理
の
国
会
答

弁
に
、
外
国
人
労
働
者
の
処
遇
改
善
が

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
日

本
も
外
国
人
に
は
、「
ひ
と
で
（
単
純

労
働
者
）」
と
し
て
で
は
な
く
、「
じ
ん

ざ
い
（
貢
献
社
員
）」
と
し
て
、
活
躍

し
て
戴
け
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

各
企
業
に
お
い
て
は
、
活
躍
方
法
を
検

討
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

掲
載
の
、
富
岡
鉄
斎
書
「
火
要
鎮
」

と
あ
る
ご
と
く
、“
外
国
人
”
を
上
手

く
活
用
し
企
業
経
営
を
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
致
し
ま
す
。

社会保険労務士・行政書士・
キャリアコンサルタント
富山県よろず支援拠点

プロフィール
石油化学会社、医薬品
会社研究所勤務を経て、
藤井事務所として、社
会保険労務士並びに行
政書士事務所を開業。
労務管理・人材活用・
能力開発・キャリアコ
ンサル業務等において
四半世紀に渡り、各種
セミナー、大学等の講
師を受託するとともに
企業支援に携わってき
た。

藤井　正博

第
4
回

平成31年度 富山県商工会職員募集
採用時期及び人員：平成31年４月 1日　若干名
勤務場所：富山県内の商工会又は商工会連合会
応募資格：大学、大学院を卒業もしくは卒業見込みの方で、平成31年４月１日現在の年齢が満35歳以下の方
受付期間：８月16日（木）から９月24日（月）まで（当日消印有効）
試 験 日：第１次試験　10月  ７  日（日）筆記試験（一般教養・適性検査）、面接試験
　　　　　第２次試験　10月20日（土）役員面接試験（＊第１次試験合格者）
受験手続：申込書に必要書類を添えて、 富山県商工会人事管理委員会事務局（商工会連合会内）へ郵送
＊詳しくは、下記の富山県商工会連合会ＨＰをご参照ください。
　http://www.shokoren-toyama.or.jp/

「65歳超雇用推進助成金」を活用しませんか ? 高年齢者の雇用の安定に資する措置を講じる
事業主に対して、以下の助成金を支給しています

問い合わせ先 : 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　富山支部　高齢・障害者業務課　　TEL 0766-26-1881

● 65 歳超継続雇用促進コース ・・・（定年年齢・継続雇用年齢の引上げ 又は 廃止で）
（例）定年 60 歳から定年 65 歳へ引上げ、対象被保険者数 10 人以上で　150 万円

●高年齢者無期雇用転換コース ・・・（50 歳以上で、定年年齢未満の有期雇用者を、無期雇用への転換で）
対象労働者 1 人につき　48 万円

●高年齢者雇用環境整備支援コース ・・・（高年齢者にかかる雇用環境の整備で）
（例）照明等の作業環境について、作業効率を高めるとともに、負担の軽減を図ること等により、高年齢者の職業能力を十分発揮し

安全に働ける作業環境に改善するため、LED 照明を導入する。
支給対象経費の 60%（または 45%）と、対象者数× 28 万 5 千円を比較して、少ない方の額　上限 1,000 万円
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富山県事業引継ぎ支援センター富山県事業引継ぎ支援センター 事業承継の相談は公的支援機関へ

富山県事業引継ぎ支援センター（富山県新世紀産業機構内）
☎ 076-444-5605　Fax 076-444-5646　E-mail : hikitsugi@tonio.or.jp

相談無料・秘密厳守

承継方法 親族内承継 役員・従業員承継 Ｍ＆A（第三者）

【　親族内承継　】

メ
リ
ッ
ト

●関係者（家族、
従業員、取引先）
の理解が得やす
い

●相続税対策がで
きる

●早い段階で後継
者の意思確認が
できる

デ
メ
リ
ッ
ト

●親族が継ぐ意思
がない、また、
後継者にふさわ
しい人材とは限
らない

●相続人が複数い
る場合、後継者
決定・経営権の
集中が難しい

【　親族内承継対策（例）　】

(1) 関係者の理解

・後継者候補の経営方針の確認と本人の了解の取付け
・社内や取引先・金融機関に対する公表
・後継者をバックアップする役員・従業員の世代交代

の準備

(2) 後継者教育
・社内実践教育の実施（社内ローテーション、責任あ

る地位への登用等）
・社外教育の活用（他社勤務、セミナーへの参画等）

(3) 会社の強み・弱み
の共有と伝承

・経営理念、ノウハウ、顧客ネットワークなどの目に
見えにくい経営資源（知的資産）を後継者へ伝承

・現経営者と後継者が一緒に考え会社の実態を把握

(4) 株式・財産の分配
・後継者への自社株式・事業用資産の集中（生前贈与、

遺言、事業承継税制の活用等）
・後継者以外の相続人への配慮（遺留分等）

(5) 会社の磨き上げ
・安定的収益体質確保に向けた経営改革
・マイナス資産の圧縮、財務体質の健全化

(6) 個人保証・担保の
処理

・現オーナー経営者の個人保証の解除、後継者の連帯
保証の対応

　→金融機関との交渉、後継者の負担に見合った報酬等

開催商工会 テ　ー　マ 日               時 場               所

射水市商工会

消費税軽減税率制度・軽減税率
対策補助金説明会

10月 10日 （水） 15：00～ 16：30 射水市商工会小杉本所

南砺市商工会 10月 16日 （火） 14：00～ 15：30 南砺市商工会館

小矢部市商工会 10月 18日 （木） 14：00～ 15：30 小矢部市商工会本所

南砺市商工会 11月 13日 （火） 14：00～ 15：30 南砺市福光会館

平成 30 年度消費税軽減税率対応等講習会開催予定平成 30 年度消費税軽減税率対応等講習会開催予定
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5 年以内に
事業主のみなさん

初めて従業員を
雇い入れた

起業した
分社した

異業種へ
進出した

新規起業事業場就業環境整備事業では、安心・安全な職場づくりをお手伝いします。

無料

「セミナー」を開いて支援 「個別に訪問」して支援
　業種や業態等に相応しい就業環境を整えるために必要
な知識・情報やノウハウを、全基連が制作したテキスト
を用いて解説します。
　事業主、労務担当者などどなたでも参加できます。

※「申込書」は、
富山県労働基準協会ＨＰ（新着情報）から
印刷してください。

（９月中旬頃よりご案内します。）

日時　平成30年10月 13日（土）13:30～ 16:00
場所　（一社）富山県労働基準協会（富山市金屋 767-30）

申込　申込書を FAX してください。

　専門家（指導員）が貴社を訪問し、業態等に相応し
い就業環境を整えるために必要な情報を提供するとと
もに、ご相談にも応じ、具体的な対応策も助言します。

（基本２回訪問）
　セミナーを受講してから、個別訪問を利用するとよ
り効果的です。

この事業のご利用を希望される場合…
【問い合わせ・申込先】
（公社）全国労働基準関係団体連合会 富山県支部

〒 930-0873
富山市金屋 767-30 （一社）富山県労働基準協会内
TEL 076-442-3966　　FAX 076-442-3992

「人材確保・定着のための労務管理セミナー」

＊豊富な経験
を持つ講師が、
わかりやすく
解説しています。

※この「新規起業事業場就業環境整備事業」は、厚生労働省から
受託して企画運営しています。

　本年 6月に「働き方改革関連法」が成立し、来年 4月から順次施行されます。
　事業主の皆さまにおかれましては、次の改正内容をご理解いただき、社内制度の整備などに取り組んでいただきます
よう、よろしくお願いいたします。

○上記の改正内容について何か取り組みたいという場合は
をご活用ください！問い合わせ先　富山労働局雇用環境・均等室　TEL076-432-2740

改正ポイント１　時間外労働の上限規制が導入されます！
　【施行：2019年４月１日～※中小企業は、2020年４月１日～】
　時間外労働の上限について、月45時間、年360時間を原則とし、臨時的な特別な事情がある場合でも年720時間、
単月 100時間未満（休日労働含む）、複数月平均 80時間（休日労働含む）を限度に設定する必要があります。

改正ポイント２　年次有給休暇の確実な取得が必要です！
　【施行：2019年４月１日～】
　使用者は、10日以上の年次有給休暇が付与される全ての労働者に対し、毎年 5日、時季を指定して有給休暇を
与える必要があります。

改正ポイント３　正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の不合理な待遇差が禁止されます！
　【施行：2020年４月１日～※中小企業は、2021年４月１日～】
　同一企業内において、正規雇用労働者と非正規雇用労働者（パートタイム労働者、有期雇用労働者、派遣労働者）
の間で、基本給や賞与などの個々の待遇ごとに不合理な待遇差が禁止されます。

事業主の
皆さまへ

～ 2019年 4月 1日から働き方　
　改革関連法が順次施行されます～「働き方」が変わります!!

働き方改革推進支援センター富山　TEL076-431-3730
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企業のための「人権啓発講演会」参加者募集中！

（中部経済産業局からの受託事業）
　県内では、企業における外国人材が増加しており、外国人材の人権
に配慮しながら共生を図る必要が大きくなっています。このため、企
業における多文化共生について豊富な知識と経験を持った専門家をお
迎えし、外国人材を受け入れている中小企業者等を対象とした講演会
を開催します。
テ ー マ　外国人材の人権～企業における多文化共生について～
開催日時　平成30年10月 10日（水）13:30～ 15:00
開催場所　富山県民会館701号室（富山市新総曲輪４-18）
開催内容　①外国人材と日本人従業員との相互理解の促進

②文化や習慣の相違など、外国人材に配慮した職場運営の留意点
③企業が多文化共生を推進するために取り組むべき課題　など

講　　師　大阪人権協議会　上田 修三 先生

詳しくは、県ＨＰをご覧ください。
※　県ＨＰから、参加の申込みが可能です。
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県商業まちづくり課
TEL 076-444-3251

「第6回富山県ものづくり大賞」募集中
　県内産業・文化の発展を支え、豊かな県民生活
の形成に大きく貢献してきた「ものづくり」を着
実に継承し、さらに発展させていくため、高度な
技術開発により県内「ものづくり」の活性化に寄
与した企業を顕彰するとともに、ものづくり機運
の一層の醸成を図ることを目的としています。
１　対象　富山県内に本社、主たる事業所、研究

開発拠点等を置く製造業を営む企業
２　内容　概ね３年以内に開発や商品化された技

術又は製品を表彰します。
３　表彰
・大　賞：１企業
　　　　   賞状と副賞として賞金100万円を贈呈
・優秀賞：１企業程度
　　　　   賞状と副賞として賞金30万円を贈呈
・特別賞：１～２企業程度
　　　　   賞状と副賞として賞金10万円を贈呈
応募締切：９月28日（金）必着
表 彰 式：平成31年２月下旬（予定）
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県　商工企画課
TEL 076-444-9606

《講師略歴》
1979年	 日本航空㈱　入社
	 労務、人材育成等を担当
2011年	 京阪電気鉄道㈱入社
	 グループ企業の人材育成等を担当
2014年	 同志社大学キャリアコンサルタント就任
	 外国人留学生の進路指導を担当
2018年	 現職

富山県人権啓発講演会

　―ハロートレーニング―
１．技術専門学院 本校にて実施（富山市向新庄町 1-14-48）
コース名 ＦＡ制御基礎 昼夜 受講費用
内　容 制御対象装置（空圧機器および各種センサやアクチュエータ）に関する知識の習得、工業用ロボットと PLCとの協調作業等に関する知識・技能の習得 昼 8,400円日　程 10月６日 (土 )、13日 ( 土 )、20日 ( 土 )【全３日間】
コース名 第一種電気工事士（技能） 昼夜 受講費用
内　容 配線図を元にした基礎的な配線、工具の使い方、材料の加工方法等、受験に必要な技能の習得 昼 24,600円日　程 10月 13日 ( 土 )、20日 ( 土 )、27日 ( 土 )、11月３日 ( 土 )、10日 ( 土 )【全５日間】

２．技術専門学院 新川センターにて実施 （黒部市三日市 10）　
コース名 造園基礎 昼夜 受講費用
内　容 樹木管理に必要な整枝剪定、樹木の雪吊り、雪囲い等の仕方を習得 昼 4,000円日　程 10月 13日 ( 土 )、20日 ( 土 )　【全２日間】
コース名 ワード＆エクセル基礎 昼夜 受講費用
内　容 ワードの基本操作（作成、編集、図形挿入、保存、印刷等）・ビジネス文書作成、エクセルの基本操作（入力、保存、編集、印刷等）・データ処理（関数、グラフ）の習得 夜 3,000円日　程 10月９日 (火 )、11日 ( 木 )、16日 ( 火 )、18日 ( 木 )、23日 ( 火 )、25日 ( 木 )【全６日間】

３．技術専門学院 砺波センターにて実施 （南砺市寺家 301-1）
コース名 エクセル応用 昼夜 受講費用
内　容 エクセルの応用操作 (データベース機能、集計処理、関数等 )の習得 夜 3,000円日　程 10月９日 (火 )、11日 ( 木 )、16日 ( 火 )、18日 ( 木 )、23日 ( 火 )【全５日間】
〇申し込み・問い合わせ先
　富山県技術専門学院 本校 TEL(076)451-8803　 新川センター TEL(0765)52-0251　 砺波センター TEL(0763)22-3152

【定員】各10名　【講習時間】昼9：30～16：00、夜18:20～21:00
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なりひら風の市 10/6（土） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

大山ふれあい開運祭り 10/6（土） 大山ふれあい開運祭り実行委員会 076-483-1420

もみじに舞う　こきりこ 10/6（土）・10/7（日） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

アートタウン八尾　
ウインドウアート・10 日商い 10/6（土）～10/8日（祝） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

坂のまちアート in やつお 2018 10/6（土）～10/8日（祝） 坂のまちアート in やつお実行委員会 076-455-1184

大門曳山まつり 10/7（日） （一社）射水市観光協会 0766-84-4649

第 5 回世界遺産五箇山・道宗道トレイルラン大会 10/7（日） 五箇山・道宗道トレイルラン大会実行委員会 0763-82-5828

阿曾の市 10/13（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

風の盆ステージ・町なかミニツアー 10/13（土）・10/27（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

婦中ふるさとの丘ふれあいフェア 2018 10/14（日） 婦中ふるさとの丘ふれあいフェア実行委員会 076-469-2497

にゅうぜん商工フェアまつりんぴっく 2018 10/20（土） 入善町商工会 0765-72-0163

ハッピーハロウィン前夜祭
＜ジャックオランタン点灯＞ 10/20（土） 富山市南商工会女性部大沢野細入支部 076-467-1963

ハッピーハロウィン in おおさわのほそいり 10/21（日） 富山市南商工会女性部大沢野細入支部 076-467-1963

おやべよってかれマーケット 10/21（日） 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

市姫さんど 10/21（日） 上市町商工会 076-472-0716

にゅうぜんハロウィンパーリィ 10/27（土） 入善町商工会 0765-72-0163

福光まちなか文化祭 10/27（土） 南砺市商工会福光事務所 0763-52-2038

百緑商店街 10/27（土） 南砺市商工会福光事務所 0763-52-2038

バットの町福光小学生リアル野球盤大会 10/27（土） 南砺市商工会福光事務所 0763-52-2038

第 18 回なんと彩菜まつり 10/27（土）・10/28（日） 南砺市商工会城端事務所 0763-62-2163

秋の収穫祭　ビッグなんでも市 10/28（日） 庄川町商工会 0763-82-1155

ふれあい青空市「やまだの案山子」 10月（月・火・水・土・日・祝） ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

イベント名 開催日 お問合せ先
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そ
の
他
、
グ
ル
ー
プ
関
連
接
骨

院
を
含
め
る
と
全
部
で
七
事
業
所

の
経
営
を
行
っ
て
い
る
。

　「
感
謝
と
尊
敬
の
気
持
ち
を
持
っ

て
介
護
事
業
に
精
進
す
る
」
を
会

社
の
基
本
理
念
と
し
て
、
永
続
経

営
お
よ
び
更
な
る
高
付
加
価
値

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
を
事
業

の
目
的
と
し
て
い
る
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

　
　
　
　取
り
組
み

　
平
成
十
六
年
頃
に
は
、
介
護
事

業
者
が
創
業
し
や
す
い
環
境
の
な

か
で
、
起
業
し
た
。
接
骨
院
の
強

み
を
生
か
し
た
機
能
訓
練
に
特
化

し
た
介
護
施
設
の
取
り
組
み
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
県
下
で

は
珍
し
い
試
み
で
あ
り
、
認
知
症

以
外
の
介
護
利
用
者
も
増
え
、
け

が
の
予
防
に
繋
が
る
と
の
好
評
を

得
た
。

　「
機
能
訓
練
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
蛍
和
」
で
は
機
能
訓
練
、
身
体

介
護
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。

　
日
常
生
活
の
自
立
を
維
持
し
介

護
を
要
す
る
状
態
に
な
る
こ
と
を

予
防
す
る
機
能
訓
練
に
特
化
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
　

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
、
県

内
外
か
ら
も
見
学
に
訪
れ
て
い
る
。

　
要
介
護
の
状
態
等
に
な
っ
た
と

き
に
も
、
で
き
る
限
り
ご
自
宅
で

自
立
し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、

入
浴
・
食
事
・
排
泄
な
ど
の
日
常

生
活
上
の
世
話
や
機
能
回
復
訓
練

を
日
帰
り
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
し
て
訓
練
施
設
を
備
え
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
、
宿
泊
の
ニ
ー

ズ
を
取
り
入
れ
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
な
ど
の
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
当
社
の
理
念
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

一
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す

二
、
感
謝
と
尊
敬
の
気
持
ち
を
持
っ

て

三
、
介
護
業
務
に
精
進
す
る

四
、
手
か
ら
伝
わ
る
ぬ
く
も
り
で

機
能
訓
練
を
す
る

五
、
心
か
ら
伝
わ
る
ぬ
く
も
り
で

介
護
す
る

六
、
言
葉
か
ら
伝
わ
る
ぬ
く
も
り

で
会
話
す
る

従
業
員
教
育
の
充
実

　
代
表
は
、
社
員
教
育
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、「
入
所
者
に
よ
い
施

設
は
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
で

あ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
外
部
研

修
へ
の
受
講
推
奨
や
、
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
制
度
の
導
入
な
ど
積
極
的
に

管
理
職
へ
の
登
用
等
経
営
に
参
画

を
さ
せ
る
従
業
員
教
育
を
充
実
さ

せ
て
い
る
。
特
に
、
女
性
や
主
婦

が
働
き
や
す
く
や
さ
し
い
職
場
環

境
の
整
備
改
善
な
ど
働
く
人
た
ち

の
幸
せ
を
目
指
し
て
い
る
。

後
継
者
の
育
成

　
現
在
、
グ
ル
ー
プ
内
で
四
人
の

柔
道
整
復
師
が
法
人
経
営
に
参
加

し
、
ま
た
個
人
事
業
主
と
し
て
接

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

感
謝
と
尊
敬
の
気
持
ち
を
持
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　介
護
事
業
に
精
進

感
謝
と
尊
敬
の
気
持
ち
を
持
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　介
護
事
業
に
精
進
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骨
院
営
業
を
し
て
い
る
が
、
全
国

的
に
も
柔
道
整
復
師
は
飽
和
状
態

で
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、

将
来
が
夢
の
あ
る
職
場
に
目
指
せ

る
よ
う
、
独
立
し
て
生
活
が
成
り

立
つ
よ
う
に
事
業
経
営
の
勉
強
を

身
を
以
て
教
え
、
後
継
者
を
育
て

て
い
る
。

介
護
事
業
は

　
　
　総
合
産
業
に

　
現
在
で
は
、
介
護
事
業
の
業
界

は
競
争
が
厳
し
く
、
大
手
の
参
入
、

介
護
士
の
不
足
、
介
護
単
価
の
引

き
下
げ
、
介
護
士
の
処
遇
改
善
な

ど
た
く
さ
ん
の
課
題
も
あ
り
厳
し

い
経
営
環
境
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
将
来
は
、
農
村
部
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
が
盛
ん
で
、
お
年

寄
り
が
元
気
で
活
動
で
き
る
よ
う

な
、
更
な
る
高
付
加
価
値
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
で
き
る
介
護
事
業
の
創

造
を
目
指
す
代
表
の
将
来
の
構
想

に
期
待
し
た
い
。

（　　　　）


